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令和6年度の診療報酬改定で標準的な栄養スクリーニ
ングツールの使用が必要となり当院ではMUSTを使用
しています。

①体重測定を実施し、電子カルテ上でBMIを確認する。
②過去6ヶ月以内の体重を入力すると体重減少率が自動で算出される。
【過去6ヶ月の体重のデータが無い場合】
患者本人に確認し自己申告に基づいて評価を行う。
③体重減少率を確認し該当項目を選択する
【体重減少率が-（マイナス）表記の場合】
体重が増加していることを示しているため、「＜5＝0点」を選択する
④急性疾患があり、5日以上ほぼ栄養摂取なしの場合、「あり」を選択。

※今後５日以上ほぼ栄養摂取できないことが見込まれる場合も選択する。

入力手順

－（マイナス)は体重増加を
示しています
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